
平
成
23
年
度
の

歳
入
歳
出
決
算
額

は
上
記
の
通
り
で

す
。当

初
予
算
４
９

０
億
２
千
万
円
に

対
し
、
９
回
の
補

正
で
、
予
算
現
額

は
５
１
７
億
４
千

４
百
万
円
と
な
り
、

当
初
予
算
額
に
対

し
て
５
・
６
％
増

と
な
り
ま
し
た
。

予
算
現
額
に
対
す
る
収

入
割
合
は

95
・
1
％
、
歳

出
執
行
率
は

92
・
２
％
で

あ
り
、
乖
離
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
の
市
町
村
復
興
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
関
連
や

普
通
建
設
事
業
の
翌
年
度

へ
の
繰
り
越
し
等
に
よ
る

も
の
で
す
。

次
年
度
へ
の
繰
越
金
は

15
億
百
万
円
（
翌
年
度
繰

越
明
許
額
２
億
７
千
百
万

円
）
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
決
算
額
の
主
な

内
容
は
、
市
税
全
体
で

は
、
固
定
資
産
税
、
た

ば
こ
税
な
ど
２
億
４
千

９
百
万
円
の
増
で
す
が
、

地
方
譲
与
税
、
自
動
車

取
得
税
交
付
金
が
３
千

百
万
円
の
減
で
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
対
前

年
度
５
億
５
千
９
百
万
円

の
増
で
、
国
庫
支
出
金
全

体
で
は
対
前
年
度
３
億
７

千
百
万
円
の
減
で
し
た
。

当
初
予
算
額
に
対
し
１
.

8
％
増
の
１
５
４
億
７
千

百
万
円
で
対
前
年
度
３
・

３
％
増
で
す
。

歳
出
は
１
５
３
億
５
千

４
百
万
円
で
対
前
年
度
３
・

第６号 あきば 繁の市議会報告 ２０１２年１０月

２０１２年１０ 月
N O． ６

発 行 者
古河市議会議員
あ き ば 繁
茶屋新田７１－４

℡ ４８－２１３９

あ
き
ば

繁

の

市
議
会
報
告

日本共産党

消
費
税
増
税
反
対
！

原
発
ゼ
ロ
の
日
本
へ

平
成
24
年
度
第
３
回
古
河
市
議

会
定
例
会
は
９
月
４
日
～
16
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
諮
問
２
件
、

報
告
９
件
、
議
案
16
件
と
認
定
15

件
、
請
願
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
平
成
度
24
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
は

じ
め
、
平
成

23
年
度
の
歳
入
歳
出

決
算
認
定
の
議
案
の
審
議
・
討
論

を
行
い
、
賛
成
多
数
ま
た
は
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
「
議
長
選
挙
に
関

す
る
不
正
疑
惑
解
明
調
査
特
別
委

員
会
」
最
終
報
告
、
ま
た
「
小
森

谷
英
雄
議
長
不
信
任
案
」
の
動
議

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度

決
算
特
別
委
員
会
よ
り

消
え
た
義
援
金
、
見
舞
金

？

第３回古河市議会定例会

国
保
加
入
の
63
％
が

200
万
以
下
の
低
所
得

高
い
国
保
税
の
声

一
般
会
計
補
正

予
算
で
「
談
合
」

の
賠
償
（
返
還
金
）

が
、
県
営
土
地
改

良
関
係
５
事
業
で

２
百
25
万
６
千
円
。

更
に
、
合
併
支
援

道
路
整
備
事
業
の

筑
西
幹
線
道
路
と
諸
川
谷

貝
線
で
４
千
296
万
８
千
円

が
、
本
年
度
分
と
し
て
古

河
市
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

景
気
低
迷
の
中
、
合
併

特
例
債
に
群
が
り
、
公
共

事
業
を
分
け
取
り
し
た
こ

と
の
証
で
す
。

45,22４千円＝戻る

究
極
の
ム
ダ
づ
か
い

談合

「

市
内
横
断
バ
ス
事
業
は
、

古
河
駅
東
口
～
三
和
旧
庁

舎
西
側
を
25

分
で
結
び

「
未
来
を
見
据
え
た
都
市

基
盤
づ
く
り
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
年
間
補
助
金
750

万
円
の
運
営
は
疑
問
で
す
。

平成23年度実績

・運航日数243日

・運航本数

早朝4 夜間2

・利用者数（年）

5247人

・1日平均21.6人

・運賃収入

1,904,410円

一般会計 総務費 諸収入
・茨城県市町村振興協会災害見舞金

・茨城県市町村振興協会災害支援金

・茨城県市長会義援金

・茨城県義援金配分委員会義援金

・市町村振興協会震災復興宝くじ交付金

・全国市町村振興協会災害対策支援金

・茨城県国民健康保険団体連合会震災支援金

など １３件 １億２７００万円

「
全
国
か
ら
の
義
援
金
・

見
舞
金
は
、
す
べ
て
災
害

対
策
で
使
い
ま
し
た
」

本
来
、
災
害
対
策
委
員

会
で
被
災
者
か
、
復
旧
か
、

配
分
を
検
討
す
べ
き
も
の
。

「
財
政
ひ
っ
迫
で
、
す
べ

て
災
害
対
策
に
使
っ
た
」

で
は
、
暖
か
い
心
届
か
ず
。

義
援
金
・
見
舞
金
が
、

被
災
者
に
届
か
ず

災
害
対
策
で
消
え
た

１８００万円の豪華なバス待合室

市内横断バス運行事業

今
回
も
決
裁
権
者
（
市
長
）
欠
席
の

決
算
特
別
委
員
会
＝
一
般
会
計
・
特
別
会
計

歳入 ４９２億１６１０万円 対前年 12.0%減

歳出 ４７７億１４８５万円 対前年 12.7%減

古河駅東部土地区画整理事業

〈歳 入〉（主なもの）

保留地処分金 2.722千円

公共施設負担金 4.900千円

国庫補助金 120.339千円

県補助金 41.076千円

一般会計 31.954千円

繰越金 63.972千円

市債(借金) 303.700千円

〈歳 出〉

土木費 522.252千円

公債費 24.431千円

※ 国・県補助金は、当初予

算より△86.456千円です。

「
古
河
駅
東
部

土
地
区
画
整
理
」

事
業
は
、
当
初

目
的
の
住
宅
専

用
地
域
（
人
口

６
７
０
０
人
）

か
ら
文
化
施
設

建
設
で
商
業
地

域
へ
と
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
「
片
田

南
西
部
土
地
区
画
整
理
」

地
も
売
れ
る
見
込
み
が
あ

り
ま
せ
ん
。

先
の
見
え
な
い
両
「
区

画
整
理
」
事
業
の
決
算
認

定
に
反
対
し
ま
し
た
。

古河駅東部・片田南西部＝両「区画整理」事業
保留地処分金はわずか→繰入金・市債（借金）頼み

９
月

12
日
、
新
農
業
委

員
に
よ
る
臨
時
総
会
を
開

催
し
、
改
選
後
の
新
会
長

と
代
理
を
選
出
し
ま
し
た
。

会
長
に
中
田
義
市
氏
、

代
理
は
山
田
新
一
氏
と

初
見
光
宣
氏
で
す
。

９
月
25
日
に
講
習
会

を
開
催
、
県
農
業
会
議

の
本
田
部
長
を
講
師
に
、

「
農
業
委
員
会
制
度
」

「
農
業
委
員
の
仕
事
」

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

農
業
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

5
％
増
で
、
次
年
度
繰
越

金
は
１
億
１
千
７
百
万
円

で
し
た
。
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
は
８
億
８
千
４

百
万
円
で
す
。

古
河
市
の
国
保
加
入
者

の
63
％
が
、
所
得
２
百
万

円
以
下
の
低
所
得
者
で
す
。

高
す
ぎ
て
払
え
な
い
人

も
増
え
て
お
り
、
滞
納
が

８
千
５
０
０
人
を
超
え
て

い
ま
す
。

歳出決算の主な内容
民生費３４．０％
（１６２億３４００万円）

土木費 １７．２％
教育費 １１．３％
総務費 １１．０％
公債費 １０．５％
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東
日
本
大
震
災
と
い
う
、

大
災
害
、
生
存
の
危
機
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
何

を
優
先
す
べ
き
か
は
自
明

の
理
の
筈
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
古
河
市
議
会
で
は

「
命
」
の
議
論
よ
り
、
市

長
の
思
惑
に
沿
っ
て
、
そ

の
施
策
に
追
随
す
る
と
い

う
事
態
で
す
。

日
本
の
地
方
自
治
は
、

首
長
（
市
長
）
と
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
住
民
に
直
接
選

ば
れ
る
、
二
元
代
表
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
は
、
自
治
体
の
最

終
意
志
決
定
の
場
（
議
事

機
関
）
で
、
執
行
機
関
へ

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
立
法

機
能
（
条
例
制
定
）
を
担

い
ま
す
。
一
方
、
首
長
は
、

執
行
機
関
の
ト
ッ
プ
で
、

予
算
の
編
成
権

や
執
行
権
な
ど

を
握
り
ま
す
。

双
方
が
緊
張
関
係
を
保

ち
、
互
い
に
抑
制
し
合
う

こ
と
で
、
民
意
を
き
ち
ん

と
反
映
さ
せ
た
政

治
・
行
政
を
実
現

さ
せ
る
の
が
二
元

代
表
制
で
す
。

首
長
選
挙
に
勝

利
す
れ
ば
、
掲
げ

た
公
約
が
す
べ
て

実
現
で
き
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
議
会
が
存

在
す
る
意
味
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

市
長
自
身
も
、
館
内
放

送
で
「
行
政
は
、
サ
ー
ビ

ス
業
、
市
民
に
理
解
し
納

得
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
、
」
と
、
職
員
に
訓
示

し
た
が
、
今
日
の
事
態

（
解
職
請
求
）
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
で
は
な
い
か
。

二
元
の
協
議
に
よ
る
歩

み
寄
り
は
不
可
欠
だ
が
、

破
綻
し
た
「
区
画
整
理
」

の
換
地
替
え
等
、
基
本
手

続
き
も
終
了
し
な
い
ま
ま
、

「
文
化
施
設
建
設
」
を
、

強
引
に
推
進
し
て
い
る
こ

と
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

10
月
12
日
付
、
読
売
新

聞
が
「
ゴ
タ
ゴ
タ
続
く
市

議
会
」
と
詳
し
く
報
道
。

調
査
特
別
委
員
会
、
懲

罰
委
員
会
、
議
長
不
信
任

可
決
等
を
く
り
返
し
、

「
政
策
の
議
論
以
前
。
」

呆
れ
た
顔
と
、
傍
聴
者
の

声
を
載
せ
て
い
ま
す
。

数
を
頼
み
の
議
会
運
営

を
改
め
、
本
来
の
姿
を
取

り
戻
す
こ
と
が
、
議
員
と

議
会
の
責
務
で
し
ょ
う
。

二元代表制は、どこ

問
東
日
本
大
震
災
後
、
国

も
地
方
も
、
私
た
ち
の
生

き
方
も
大
き
く
変
わ
り
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

反
対
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
、
一
旦
、
中

止
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
（
市
長
）

都
市
基
盤
を
形
成
し
て

い
く
為
、
文
化
施
設
は
不

可
欠
で
現
計
画
の
中
止
、

凍
結
は
考
え
て
い
な
い
。

問
市
長
は
「
こ
の
街
づ
く

り
は
、
私
の
悲
願
」
と
い

う
が
、
毎
日
・
茨
城
新
聞

の
報
道
で
、
事
業
費
60
億

円
の
損
失
、
産
廃
処
理
費

用
、
箱
も
の
へ
の
説
明
が

不
可
欠
と
し
て
い
る
。

文
化
施
設
の
建
設
は
、

破
綻
し
た
事
業
の
延
命
で

あ
り
、
納
得
の
い
く
十
分

な
説
明
が
な
い
こ
と
が
解

職
請
求
を
招
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

答
弁
（
市
長
）

今
後
も
市
民
の
皆
様
に

ご
理
解
が
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
説
明
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

（
「
う
そ
つ
き
」
「
う
そ

だ
」
と
叫
ぶ
者
あ
り
）

（

）
内
は
、
議
会
議
事

録
よ
り
引
用
。

文
化
施
設
は
、

破
綻
事
業
の
延
命

現
計
画
の
中
止
を

あ
き
ば
議
員
の

一

般

質

問

問
い
じ
め
が
原
因
で
、
命

を
自
ら
絶
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
相
次
い
で
い
る
が
、

市
内
の
学
校
で
の
児
童
生

徒
の
小
さ
な
サ
イ
ン
、
子

ど
も
と
触
れ
合
う
時
間
の

な
い
先
生
の
平
均
退
勤
時

間
を
つ
か
ん
で
い
る
か
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

今
年
度
は
、
増
加
傾
向

で
、
職
員
会
議
で
情
報
交

換
も
し
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
電
話
、
訪
問
、

面
談
を
随
時
受
け
付
け
て

い
る
。

先
生
の
超
過
勤
務
時
間
は
、

小
学
校
平
均
20
～
40
時
間
、

中
学
校
で
40
～
70
時
間
。

事
務
処
理
軽
減
を
し
、

児
童
生
徒
と
触
れ
合
う
時

間
の
確
保
、
い
じ
め
対
策

等
の
時
間
を
増
や
し
た
い
。

問
教
育
長
は
、
い
じ
め
は

人
権
、
人
格
の
否
定
と
言

わ
れ
た
が
、
い
じ
め
は
ど

こ
に
も
あ
り
、
な
く
な
ら

な
い
。

い
じ
め
に
ど
う
対
処
し

た
か
な
ど
を
話
し
合
え
る

こ
と
が
大
事
。

答
弁
（
教
育
長
）

い
じ
め
は
、
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
と
い
う
確
た
る

考
え
で
対
応
し
た
い
。

①
学
校
教
育
は
、
工
夫
し

子
ど
も
と
接
す
る
機
会
を

多
く
す
る
。

②
先
生
一
人
で
悩
ま
ず
、

チ
ー
ム
で
対
応
す
る
な
ど

指
導
し
た
い
。

③
家
庭
や
地
域
と
連
携
、

人
と
の
き
ず
な
を
深
め
、

相
談
窓
口
も
工
夫
し
た
い
。

い
ま
学
校
で
、
何
が
！

い
じ
め
を
ど
う
防
ぐ
、

超
多
忙
な
先
生
は

い
じ
め
は
人
権
、

人
格
の
否
定

ど
う
向
き
合
う
か

「
埋
め
立
て
」
だ
け
で

「
ト
マ
ト
溶
液
栽
培
」
は

行
わ
ず
、
市
有
地
の
占
有
、

近
隣
に
迷
惑
等
の
対
策
は
。

答
弁
（
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）

貸
借
規
制
緩
和
の
反
面
、

農
地
転
用
、
遊
休
農
地
の

規
制
強
化
等
、
農
地
法
４

条
、
５
条
許
可
権
限
が
県

か
ら
移
譲
さ
れ
、
市
が
対

応
す
る
。

懸
案
は
、
高
さ
違
反
、

越
境
な
ど
が
あ
り
、
是
正

指
導
を
行
い
た
い
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

現
地
を
再
度
確
認
し
て

対
処
し
た
い
。

問
「
改
正
」
農
地
法
に
よ
っ

て
、
委
員
会
の
役
割
は
ど
う

変
わ
っ
た
か
。

こ
の
盛
土
問
題
、
申
請
書

類
却
下
で
違
反
が
確
定
し
た
。

農
業
委
員
会
の
役
割

中
田
新
田
盛
土
の
違
反

へ
の
指
導
、
勧
告
は

異
常
な
議
会
運
営
に
疑
問

今
議
会
の
冒
頭
、
「
古

河
維
新
の
会
」
と
市
議
会

運
営
に
限
定
し
た
諸
問
題

で
共
同
会
派
を
組
み
、
議

会
運
営
委
員
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
党
の
県
、
地

区
委
員
会
か
ら
指
導
が
あ

り
、
共
同
会
派
を
解
消
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
部
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
心
配
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
一
致
す
る
課
題
、

政
策
で
は
、
市
民
要
求
を

実
現
す
る
立
場
か
ら
共
同
、

共
闘
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

市
議
会
議
員

秋
庭
繁

共
同
会
派
結
成
と

解
消
に
つ
い
て

合
併
特
例
債
は
、
本
当
に
有
利
な
借
金

すでに、２０４億円を（平２３年度末）

使っている合併特例債
「合併特例債」主な事業
・道の駅
・総合的文化施設
・市有バス購入
・酒井蔵整備
・富岡蔵整備
・道路新設改良
・上辺見地区整備
・桜町上辺見・南町線
・筑西幹線道路
・新４号国道アクセス
・仁連江口線整備・
・学校給食センター
・学校耐震化・改築
（１小、６小、釈迦小
小堤小、古河１中）

・ネーブルパーク/他

合
併
か
ら
７
年
、

古
河
市
の
合
併
特
例

債
は
、
平
成
22
年
度

末
で
１
５
７
億
円
、

平
成
23
年
度
46
億
円

の
合
計
で
２
０
４
億

円
を
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
１
２
５

億
円
の
借
金
（
銀
行

債
）
で
す
。

現
在
、
通
常
の
交

付
税
も
当
て
に
な
ら

ず
将
来
が
不
安
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
学
校

耐
震
化
等
に
充
て
て

き
ま
し
た
が
、
大
半

が
道
路
建
設
で
使
わ

れ
ま
し
た
。

９/１０

朝
の
館
内
放
送

陸
川
副
市
長

市
長
リ
コ
ー
ル

の
署
名
、
ど
れ
く
ら
い

集
ま
る
か
不
明
だ
が
、

署
名
し
た
人
が
い
る
と

し
た
ら
、
市
の
活
動
が

住
民
に
信
頼
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
な
る
。

署名数
（茨城新聞）

51,898人
をどう

思いますか?

草が生い茂り、崩れている、中田新田「盛り土」


